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図書館行事とお知
らせ

　広い海の真ん中の島に、たったひとりで
住んでいるイグアナがいました。ある日、
ケガをしたカモメが島にたどり着きます。
カモメと過ごすうちにイグアナの心に今ま
で知らなかった気持ちが芽生え、そして、
カモメが旅立つ日にイグアナは…。
　ひとりぼっちで島に暮らすイグアナと世
界を旅するカモメの友情を描いたお話です。

　人口減少、産業構造の変化、雇用基盤の
脆弱化…。20年、30年先の日本はどうな
っているのか？この本はフィクションとは
いえ、目を背けたくなるような日本の現状
やその原因、今の若者の考えが書かれてい
ます。社会のしわ寄せが今よりもっとくる
のは未来だけど、他人事とはいえない未来
について考えさせられる一冊です。

●春の映画上映会
と３月23日㈯・24日㈰
　時間共通…午後１時30分～２時30分
定各回48人（要申込）　対幼児・児童

有 家 図 書 館

●読書マラソン
　～本を借りてシールをゲット！
　　日本をめぐってゴールはパリ！～
と３月24日㈰まで

加 津 佐 図 書 館

●くじ引き大会
と３月16日㈯～24日㈰
※景品がなくなり次第終了
対３月１日～24日の間に北有馬図書室
で２回以上本を借りた人

●ブックトーク＆ワークショップ
　～知りたいことは図書室で
　　プレゼントボックスを作ろう～
と３月17日㈰　午後２時～３時
定８組（要申込）
対一般・親子（小学生以上）

北 有 馬 図 書 室

●アニメ上映会『鬼滅の刃』
▶２話上映
と３月26日㈫、４月２日㈫、13日㈯、
20日㈯　午後１時～１時50分

▶３話上映
と３月30日㈯、４月６日㈯
　午後１時～２時15分
※１～14話を各日に分けて上映します。
定各回100人(団体要申込)

口 之 津 図 書 館

図 書 館 紹 介

●ダンボール織り機で
　コースターをつくろう！
と３月17日㈰
　午前10時30分～11時30分
定10人（要申込）　対幼児・児童
●読書会 本の虫。（第11回）
　テーマ本…『ミクロの決死圏』
　（アイザック・アシモフ／著  早川書房）
と３月23日㈯  午後１時30分～３時
定10人(要申込)　対一般（中学生以上）

西 有 家 図 書 館

　エマさん（市国際交流員）とALTの先生がおはなし会や工作・
ゲームを開催します♪
と3月23日㈯　午後１時30分～３時　ば口之津図書館
定80人（要申込）　対６歳（年長）以上

　新生活のスタートを前に、慌ただし
い時期です。進学、転勤などによる引
越しのため、図書館から借りていた本
が返却されないままになっていること
があります。返却忘れの本がないかも
う一度ご確認ください。

問男女共同参画推進懇話会（西有家庁舎：市民課内）　☎７３－６６４７

　私たち男女共同参画推進懇話会（馬場公嘉会長）は共に生き生きと活動できる男
女共同参画社会の実現のため、市の取り組みを審議し意見しています。ここ数年
は「男女共同参画の視点からの防災」の研修にも積極的に参加しています。
　そのような中、１月１日、能登半島地震が発生しました。これまで報道された
ニュースには胸が痛む思いです。一日も早い復興を心からお祈り申し上げます。
　改めて防災について男女共同参画の視点から考える機会とするため、懇話会委
員２人の意見を掲載します。

　備えることが減災につながることを意識づけ、日頃から常備することが大切です。
この機会に災害の備えチェックリストで確認しましょう。
　また、もし避難所生活になったらと考えたことはありますか？
　避難所は男女共同参画の視点から配慮がなされているでしょうか？ちょっとした気遣いで安全・
安心な避難所生活を送れるようになります。避難所チェックシートを確認しておきましょう。

～ 男女に輝こう 夢と希望あふれる 南島原 ～
と も

防災を日常に！災害は突然やってきます！
「男女共同参画の視点からの防災」

【災害の備え・避難所チェックシート】 あなたの備えは万全ですか？

ハーモニー通信ハーモニー通信

　29年前の阪神淡路大震災では、女性の死亡者は男性
より多く、避難所などでの性犯罪が多く発生しまし
た。このことから、災害から「弱者」を守るための取
り組みが進められ、内閣府が作成した避難時のチェッ
クリストの導入や防災に対する女性視点の重要性が高
まりました。
　近年は多くの災害が発生し、苦しい中で人々の助け
合う姿は、生きることへの希望を感じさせられます。
災害は、時を選ばず人を選びません。そのはずです。
でもそこに「男はリーダーシップをとるべき」「女は
出しゃばらず従うべき」という思い込み（ジェンダー
バイアス）があったら、どうでしょう？
　そんなことに縛られていては命を守ることはできな
いし、幸せになれません。
　大切にしなければいけないのは、日常です。
　毎日の生活の中で、誰もが
思ったことが言えて行動する。
周りも助言し支えることが実現
できたら何よりだと思います。

　令和５年11月７日、「防災を日常に！熊本地震から
学ぶ男女共同参画の視点」がテーマの男女共同参画
リーダー育成事業実践研修に参加しました。
　災害は、自然現象（自然要因）とそれを受け止める側
の社会の在り方（社会要因）により、その被害の大きさが
決まります。被害を小さくするためには、社会要因によ
る災害時の困難を最小限にする取り組みが重要であり、
社会要因による困難を最小限にする取り組みとして、

●女性の防災人材の育成により女性リーダーを増やす
●女性の視点からの災害対応について男性の理解を深
める

●女性と男性がともに防災・復興に参画し協力する

　このような取り組みを通して災害に強い社会が作ら
れます。
　防災について、市が取り組むことの１つとして「女
性の防災人材の育成」に力を入れることだと思います。
そのためには、あらゆる防災に関する会議などで「男
女共同参画の視点からの防災」をテーマとしていかな
ければならないと思います。

宮内  富美子さん（口之津町） 森永  茂夫さん（口之津町）

市HP
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返却忘れの本は
ありませんか？

図書館で外国へGO!!
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